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補助事業名 2022年度 アバターロボット活用での先生への支援を拡大し病弱の子ど

もの学校生活参加機会を増やす取組み 補助事業 

補助事業者名 一般財団法人 ニューメディア開発協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

全国の入院中の児童・生徒が病院や療養先から学校生活に参加できるよう全国の先

生（小学校・中学校・高等学校、特別支援学校）へのアバターロボット提供等による

支援を行うと共に、学校間の連携・情報共有を図り先生をサポートするコミュニティ

サイトを構築し交流促進を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）実施内容 

①アドバイザリーボード 

教育学、保険医療学、人間科学、心理学の各専門家から成るアドバイザリーボードの

指導・助言のもと、事業を推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コミュニティサイト開発及び実証実験 

ア アイデアコンペの企画・実施 (https://teleroboschool.com/compe/entry) 

アバターロボットの認知拡⼤、活⽤事例の創造、発掘を⽬的に、全国の⼀般校、特

別⽀援学校、教育委員会、学校の現場に⾝を置かれる、教育関係者、学⽣を対象にア

イデアコンテストを実施した。 324件のアイデア応募があり、その中から⾦賞2組、

銀賞3組、銅賞5組、佳作20組、審査員特別賞3組を選出し、コミュニティサイトのアイ

デアコンテスト受賞アイデア発表ページにて公表、表彰した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞アイデア発表特設ページ(https://teleroboschool.com/compe/entry/) 

https://teleroboschool.com/compe/entry
https://teleroboschool.com/compe/entry/


イ 一般校向け説明会「アバターロボット試行体験」 

アイデアコンペに参加していただいた一般校と教育委員会から受賞校など７校に実

際にテレロボやシステムを貸し出し、個別説明などを実施。実際に日々の授業や学校

生活でご利用いただくことでテレロボを利用したことのない先生を支援。これにより、

必要な時にいつでもアバターロボットで病弱の⼦ども⽀援ができる状態を目指した。 

 

ウ 特別支援学校説明会「復学不安軽減モデル」の企画 ・実施 

アイデアコンペに参加していただいた特別支援学校から受賞校などに実際にテレロ

ボやシステムを貸し出し、個別説明などを実施。実際に日々の授業や学校生活でご利

用いただき、特別支援学校での日常利用を促進することが、同先生の活用支援に繋が

ることでテレロボを利用したことのない先生を支援。また、いつでも先生や関係者が

見られる情報提供方法としてコミュニティサイトに特別支援学校での利用事例を掲載

した。 

 

エ コミュニティサイト構築 

継続的な「導入・利用成功事例」創出を目指し、先生が困った時に活用できるコミ

ュニティサイトを構築企画した。当サイトでは学校教育現場でのテレロボ利用の普及

を目的とし、教育関係者のコミュニティを形成し活用事例の共有、ナレッジの提供を

行う。 

[トップページ] コミュニティ概要とテレロボについて紹介。 

(URL: https://avatar-tele-edu.com/) 

[お知らせ] 事務局からの各種公式情報のお知らせに活用するページ。 

[質問箱] ユーザー間での交流、アドバイザリーボードの先生方への質問を行う

ことのできるページで、会員登録をしているユーザーのみが質問、回答

を行うことができる。回答に対して他ユーザーが評価を行うこともでき、

最人気のものが最上位表示される。 

[質問箱] 質問、質問内容、答えの概要を質問箱ページに記載。クリックして展

開すると返答のリストと最も「いいね」の多い返答がベストアンサーと

して上位に記載される。 

[お役立ち資料] 事務局からコミュニティ会員に向けて、テレロボ活用の際に役

立つ各種情報を発信しているページです。テレロボ導入実績のある学校

の活用事例や、各端末の操作マニュアルなどの資料が掲載されており、

会員はダウンロード可能になっています。また、タグによる絞り込み検

索が可能。 

https://avatar-tele-edu.com/


[事例] テレロボ導入実績のある学校からの活用事例レポートを動画やテキス

ト形式でまとめているページ。事務局発信のものも掲載。 

テレロボ導入実績のある学校に利用事例を作成してもらい事例動画を

作成いただき公開した。 

 

オ メタバースを活用した先生同士の交流イベントを実施 

全国でインクルーシブ教育構想が進展する中で、入院中の子どもが在籍する特別支

援学校から退院後に戻る一般校（前籍校）で、「日常的にアバターロボットを使っても

らう」事により、「アバターを使ったハンディを持つ子どもの支援に備える」取り組み

を進めている。その一環で、本年度にアバターロボットを日常的に使った取り組みを

実施された学校・学級の先生方から、各事例の紹介や、ノウハウ、課題の共有を発表

いただく機会と先生同士がオンラインやメタバースで交流できる機会を設けることと

した。 

実施日：2023年3月29日（水） 

概要：本年の各学校で、アバターロボットを用いた実証実験およびその利活用をさ

れた先生方に、2Dメタバースプラットフォームである「oVice」上で登壇、

活動報告、共有とその後交流会も実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 予想される事業実施効果 

本事業は、教員主導で、病気療養する子供がアバターロボットを活用することによ

って、授業だけでなく、休み時間や給食等の学校生活全般に参加する機会（利用シー

ン）を拡大することを目指すとともに、学校現場の教員のアバターロボット利活用の

理解啓発に努め、学校間の教員による情報交換の場を提供することを目的とすること

であった。 

本年度の活動で得られた事例が、コミュニティサイトや交流イベントを通して全国

の特別支援学校（病弱）のみならず、他の障害種の特別支援学校、そして、小学校、

中学校、高等学校等の教育活動において、普及そして拡大していくことを期待してい

る。 

今後は、病気療養する子ども、発達障害の子ども、不登校の子どもなどの一人一人

の実態や教育ニーズに応じた教育の学習環境をデザインする際のICT活用によって、

「子どもの笑顔」につながる取り組みが、官民一体となって全国各地で実践されるよ

う、邁進していきたい。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

2022年度JKA機械振興補助事業 

「アバターロボット活用での先生への支援を拡大し病弱の子どもの学校生活参加機

会を増やす取組み」活動報告書（概要） 

 (URL：https://www2.nmda.or.jp/archives/2037/) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www2.nmda.or.jp/archives/2037/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人ニューメディア開発協会 （イッパンザイダンホウジンニ

ューメディアカイハツキョウカイ） 

住  所： 〒103-0024 

東京都中央区日本橋小舟町3番2号 リブラビル 

代 表 者： 理事長 永松 荘一（ナガマツ ソウイチ） 

担当部署： 総務グループ （ソウムグループ） 

担当者名： 総務グループ長 高橋 省三 （タカハシ ショウゾウ） 

電話番号： 03-3869-5030 

F  A  X： 03-3869-5029 

E - m a i l： s.takahashi@nmda.or.jp 

U R L： http://www2.nmda.or.jp/  

 

http://www2.nmda.or.jp/

